
防災研修会
「災害情報を的確に捉えあなたと大切な人の命を守る」

（山梨学院短期大学）

令和３年１０月２８日

甲府市役所地域防災課

写真：常総市提供



２万２２００人

２０１１年３月１１日に発生した、東日本大
震災における、死者・行方不明者数

（災害関連死を含む）



約２３万人

近年発生が予想されている南海トラフ地震
における、想定死者数



災害は必ず起きます



自分や自分の大切な人が
災害で亡くならない為に
何を行いますか？



災害って何？
さいがい

こうふＰＲ大使
武田 ハルくん



災害の種類
・

・

・

・
その他 火山の噴火、火災、など

地震

風水害

土砂災害

雪害



地震に

ついて
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東日本大震災
（海溝型地震）



東日本大震災

権利の都合上写真の表示はできません。



東日本大震災

権利の都合上写真の表示はできません。

阪神淡路大震災



日本列島周辺のプレートの配置

東海地震・南海トラフ地震と
フィリピン海プレートとの関係

（4.5cm）

（１cm）

（9cm）

地球の表面は、約15のプレートで
構成されている。

南海トラフ地震（トラフとは地形の意味）はフィリピン海プレート
内にあり東海地震・東南海地震・南海地震が連動して発生し、広範
囲にとても大きな被害が発生する



海溝型地震のしくみ



・1498年 明応の東海地震（M8）
・1605年 慶長の東海地震（M8）
・1707年 宝永の東海地震（M8.4）
・1854年 安政の東海地震（M8.4）

発生の周期は、
本年は、 に突入

※今後30年以内の発生確率
・東海地震 ＝ ％
・南海トラフ地震＝ ％

東海地震の切迫性

107年

147年

102年

100年から150年

167年目

88
70～80



死 者 19人
負傷者 915人

（内重傷者94人）
住居制約者 20,548人
建物全壊棟数 754棟
建物半壊棟数 5,080棟

東海地震被害想定
午前５時、Ｍ８、最大震度７
甲府市は、震度６弱



糸魚川－静岡構造線
（主要活断層）

釜無川断層

藤の木愛川断層

活断層型地震
山梨県内で大きな被害が予想される地震

曽根丘陵断層
（主要活断層）

身延断層
（主要活断層）

南関東直下
プレート境界

・国内に約2,000の活断層があり、M7以上の地震が起きる可能
性がある主要活断層は113。うち、県内には3の主要活断層。



風水害に

ついて



鬼怒川の氾濫

住
宅
街

土
手

河
川

写真：常総市提供



鬼怒川の氾濫

写真：常総市提供



外水氾濫

河川にある水の事を外水と呼びます。
河川の堤防が氾濫、破堤したときは広範囲に浸水し大被
害を発生する恐れがあります。

河 川

堤 防



内水氾濫

堤防に守られた人が住んでいる場所にある水を内水と呼びます
河川の水位が上昇すると降った雨を排水処理することが出来ません。
範囲規模は小さいが、いたる所で発生する。

水 路

河 川

堤 防



水害時は、気象情報等を収集し、

危険を察知した時は、状況に応じた
迅速な避難をお願いします



防災情報のポイント

警戒レベル

１

２

３

４

５

災害への心構えを高める

避 難 行 動 な ど

自らの避難行動を確認する

危険な場所から高齢者等は避難

危険な場所から全員避難

命の危険 直ちに安全確保！

避難情報・気象情報などの防災情報を、５段階の警戒レベルを用いて伝えることとしまし
た。レベル１・２は気象庁が発表し、レベル３からの避難情報は市が発令します。

早期注意情報

洪水注意報・
大雨注意報等

高齢者等避難

避難指示

緊急安全確保

防災情報 状況

災害発生又は切迫

災害のおそれ高い

災害のおそれあり

気象状況悪化

今後気象状況悪化のおそれ

～～＜警戒レベル４までに必ず避難！＞～～

警戒レベルの種類と発令時に取るべき行動



避難の方法（分散避難の例）

避難所への避難

可能ならば友人や
親戚宅などへ避難

自宅の2階などへの避難

高い建物への避難

垂
直
避
難

垂
直
避
難



①はきもの
動きやすい運動靴等で避
難。替靴を持って避難。

②複数人で避難
近所の人に声をかけ、複数
人で避難を。子供とはぐれ
ないよう、ロープなどで結
ぶ工夫を。

③歩ける深さ
水深50cm（膝下を目安）
を超えると避難は危険に。
流れがあると20cmでも危
険な場合も。

④足元に注意
マンホールや側溝などは
危険が潜んでいます。
さぐり棒（カサ等）で足
元を確認しながら歩く。

⑥状況に応じた避難
避難が間に合わない場合は、家
の２階など、屋内のより安全な
場所に避難する。

避難するときの注意点

⑤危険行為の禁止
増水した河川を見に行く等
の危険な行為を行わない。



土砂災害

について
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熊本地震

権利の都合上写真の表示はできません。
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土石流

権利の都合上写真の表示はできません。
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熱海市（土石流）

写真：甲府地区消防本部提供



① 崖崩れ 117箇所（109）

② 土石流 92箇所 （66）

③ 地滑り 7箇所 （0）

合 計 216箇所 (175)

（ ）は特別警戒区域の箇所数

甲府市内の

土砂災害警戒区域数



土砂災害が発した場合に、住民の生命又は
財産に危害が生じるおそれがあると認められ
る区域

土砂災害警戒区域（イエローゾーン）

土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）

土砂災害が発生した場合に、建築物に損
壊が生じ、住民の生命又は財産に著しい危
害が生ずるおそれがあると認められる区域
（特定の開発行為の制限、建築物の構造
規制等が行われる。）



土砂災害の種類と前兆現象
○崖崩れ（急傾斜地の崩壊）

傾斜度が30度以上である土地が崩壊する自然現象

・崖から小石がぱらぱら
落ちる

・崖から水が湧き出ている

・崖に割れ目ができる



○土石流
山腹が崩壊して生じた土石等又は渓流の土石等が

一体となって流下する自然現象

•雨が降り続いているのに、
川の水位が下がる

•山鳴りがする

•川が急に濁る

•流木が混じる



土砂災害から身を守る方法

・土石流からは

垂直に逃げる
・警戒区域から

早めの退避

・状況の把握

・情報の収集



災害から

身を守るには？

さいがい

こうふＰＲ大使
武田 ハルくん



３つの準備
➀情報を入手する

②備蓄 ③連絡方法の確認

（川の水があふれたらどうなるか・避難地、避難所の確認）

（水や食糧など家に用意しておく）
（どこに家族と集まるか
どうやって家族と連絡を取るか）



①情報を入手する
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防災無線放送内容や災害関連情報をメール送信

・防災行政用無線（こちらは、防災甲府です）

・甲府市防災防犯メールマガジン

避難情報・災害情報の伝達手段

・J-アラート（全国瞬時警報システム）

聞き逃した場合 → ﾃﾚﾌｫﾝｻｰﾋﾞｽ ℡ 298－4471

緊急地震速報やミサイル発射情報などを、政府が防災無線を通じて放送

・甲府市防災アプリ（スマホ専用アプリ）

防災に関する情報を配信

聞き逃した場合 → 11チャンネル ｄボタン



甲府市防災アプリ

・災害、気象情報

・避難所開設状況

・安否情報

・わが家の防災マニュアル
電子版

・避難場所へのルート



②何を備蓄

しますか？



ライフラインの停止状況

阪神淡路
大震災

東日本
大震災

南海トラフ
地震（想定）

電気(軒)

水道(戸)

ガス(戸)

２６０万

１２７万

内閣府参照

2,930万

3,570万(人)

１８０万８４．５万

８７１万

４６万

２２９万



備 蓄 品
各家庭において 日間生活ができるよう、
食料、飲料水等の備蓄をしましょう。

１人１日
を目安に

水

非常用食品や
レトルト食品
、缶詰、お菓
子など

食糧品 卓上コンロ

寝袋、テント
ブルーシート
ゴミ袋、ラッ
プなど

その他

ボンベは多め
に備蓄してお
く

７

３ℓ



眼鏡、携帯電話
の充電器などの
予備を

リュックなどに入れ、すぐに持ち出せる場所に保管しましょう
。

非常持ち出し品

調理不要な缶詰、

食糧は、非常食
が便利。
水は、ペットボ
トル

予備の電池も多
めに準備

メモ帳、ボール
ペン、油性マジ
ックなど

衣類、タオル、
ティッシュ、ビ
ニール袋、軍手
マスク、体温計

現金、通帳、保
険証等などは防
犯上別にして、
すぐに持ち出せ
る場所に保管

薬や包帯、普段
服用している処
方薬

食糧・飲料水 携帯ラジオ 筆記用具

生活用品 貴重品 医薬品 その他

１人に1つ、電池
も多めに準備

懐中電灯



③連絡方法の

確認



連絡方法の確認

家族で話し合いましょう！

●家族との安否確認の方法や離れ離れになった時
の集合場所を決めておきましょう。

●家族の安否や避難先の伝達手段として、NTT
災害用伝言ダイヤル「 」の利用方法

●避難地、避難所の確認

１７１

※毎月1・15日に体験可能

※地震時と水害時、避難所が
違う場所があります！
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NTT 災害用伝言ダイヤル １７１

伝言の方法

１ を押す

被災地の人の電話番号

伝言を入れる

２ を押す

伝言を聞く

１ ７ １ にダイヤル

音声ガイダンスが流れる 音声ガイダンスが流れる

音声ガイダンスが流れる

再生する場合録音する場合



発災直後、住民の安否確認や家屋の被害状況等を行うた
め、自治会や組で選定する空き地や広場、駐車場等のこと。

損壊などにより自宅で生活ができなくなった住民を収容する
施設。救護や災害復興等、地域の防災拠点となる。

指定避難地（市内に117箇所）

避難した住民の安全確保と、災害情報の伝達等を行うことが
可能な公園や学校のグラウンド等のこと。

指定避難所（市内に60箇所）

集合地（自治会又は組で選定）

避 難 場 所



ことも大きな備え
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「想像する」


